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第４回　検数労連２０冬季一時金交渉１４：００～１６：００（有額回答提示）


日検協会：全国平均　４３８，２６４円＋α全日検：全国一人平均４１１，６４１円＋α


職場の労苦と期待に応えるべく次回交渉時に上積み修正を求める！











　１１月２５日（水）第４回検数労連２０冬季一時金交渉で、両協会から左記の通り有額回答の提示がされました。





【日検協会】


　今一時金回答についてはこれまでの交渉の中で縷々説明してきた通り厳しい状況下での回答構築となった。しかしながら困難な時だからこそ、従業員の協力が必要不可欠であり、従来なら体力を超えた回答との表現をしているが、今回答については経営判断として回答

























































































【日検協会有額回答】





第４回一時金交渉経過














１．支給額


（１）職員・雇員


（本給＋家族手当）×乗率＋都市加算＋α


（194,550円＋9,591円）×1.95ヶ月＋40,189円＋α


全国平均４３８，２６４円


（２）試用期間中の職員


｛（本給＋家族手当）×乗率＋都市加算＋α｝×0.8×在籍日数／180日　　　　　　　　　　　　　





2．支給日　　　2020年12月10日





3．支給対象者　2020年12月10日現在、在籍の職員、雇員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





4．計算期間　　2020年6月1日より2020年11月30日までと


する。


5．その他の取扱いは、従来通りとする。


















































を構築した。支給算式については従来通りとし、乗率については２ヶ月を割り込んでしまったが、経営判断として近い数字を出した。


　労組においては、現回答での判断をお願いしたい。





【全日検】


　全日検についても経営の厳しさには変わりはない中で、今後の見通しについて、先日、機関会議を行った。その会議の中でもよい報告が得られていない状況ではあるが、従業員のモチベーションを上げるためにも回答を構築した。


回答算式は従来通りとなって











































































































【全日検有額回答】








１．支給額


（１）職員


（本給＋役付）×乗率＋一律＋α


（217,446円）×1.782＋24,152円＋α


全国一人平均411,６４１円＋α


①　一　律　＝　1年以上 5年未満　全国一律　　　13,000円


　　　　　　　　　　　 10年未満                18,000円


                   　  15年未満　　　　　　　　23,000円


　　　　　　　　　　　 20年未満　　　　　　　　28,000円


　　　　　　　　　　　 25年未満                53,000円


　　　　　　　　　　　 25年以上　　　　　　　　58,000円


②　α　＝　調整加算


（2）勤続一年未満の職員　　本給×1.7ヶ月


（3）その他身分


①　準職員　　　　　　半年未満　　全国一律　　　　25,000円


　　　　　　　　　　　1年未満　　全国一律　　　　55,000円


　　　　　　　　　　　5年未満　　全国一律　　　　75,000円


　　　　　　　　　　10年未満　　全国一律　　　 115,000円


               　   10年以上　　全国一律　　 　135,000円


②　契約雇員　　　　　　　　　　 全国一律    　 145,000円


　　


2．支給日：2020年12月10日（木）


ただし、5銀行営業日前までの妥結意思表明を条件とする。





３．その他


（１）支給日当日の在籍者に対し、2020年12月1日現在の身分給与により計算し支給する。


（2）支給計算期間について


2020年5月1日～2020年10月31日


（3）その他の取扱いは、従来通りとする。





いるが、組合要求でもある乗


率を重視した回答とし、特別評価についても今一時金は廃止し全体に配分することとした。


　労組要求を考慮した回答構築であることをもって判断を願いたい。





【組合主張】


　組合は両協会からの回答を受け、休憩を挟み回答を分析。


次のとおりの主張を行い、次回交渉までに修正回答を提示するよう求めました。


【両協会に対して】


　要求額との関係では未達で
























































あり不満である。


　昨冬比マイナス回答となっており不満である。


本交渉でアルファ部分の回答が提示されず不満である。


　地域格差を助長させるアルファ回答については反対である。


　新型コロナウイルス感染症拡大の影響による事業収益の悪化は経営上の問題である。


　職場ではエッセンシャルワーカーとしてコロナ禍においても通常作業として奮闘していることから、職場の労苦と期待に応えるべく次回交渉時に上積み修正を求める。













































































次回交渉：１１月２７日（金）１５時半～


修正回答を求め、交渉を行います。組合員ならびに地域闘争委員会は次回交渉に注目せよ！














　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


